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町 の 人 口 

(51年2月末日現在） 

男 

女 

‘総人口 

世帯数 

4, 427人 

4, 841人 

9, 268人 

、2, 854世帯 

~～赤池町福祉セ ンタ ー完成間近し 

、 

ノ 

昭
和
五
十
年
度
の
赤
池
町
の
大
き
な
 

事
業
と
し
て
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
四
月
 

下
旬
に
落
成
さ
れ
ま
す
。
 

開
設
は
五
月
一
日
頃
が
オ
ー
プ
ン
の
 

予
定
で
す
。
住
民
が
念
願
し
て
い
ま
し
 

た
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
 
一
億
二
千
七
百
 

五
十
四
万
七
千
円
の
事
業
費
で
す
。
 

敷
地
面
積
二
千
五
百
七
十
五
平
方
メ
 

ー
ト
ル
で
建
坪
約
千
平
方
メ
ー
ト
ル
で
 

す。 鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
で
赤
池
 

町
の
高
台
に
建
設
さ
れ
、
赤
池
町
を
眼
 

下
に
見
お
ろ
す
景
色
は
す
ば
ら
し
い
も
 

の
が
あ
り
ま
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
一
日
 

を
過
す
に
も
良
い
所
で
す
。
 

老
人
達
の
集
い
の
場
所
に
も
な
り
、
 

ゆ
っ
く
り
風
呂
に
入
っ
て
世
間
話
し
に
 

花
を
さ
か
せ
、
住
民
の
話
し
合
い
の
場
 

が
も
う
ー
ケ
所
出
来
た
と
言
っ
て
も
過
 

言
で
は
な
い
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
 

地
方
財
政
の
困
窮
す
る
中
で
こ
の
よ
 

う
な
立
派
な
建
物
が
出
来
た
の
は
他
の
 

町
村
に
比
較
す
れ
ば
大
変
よ
ろ
こ
ば
し
 

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
 

赤
池
町
を
明
る
く
住
み
よ
い
町
に
す
 

る
に
は
、
ま
ず
環
境
を
整
備
し
、
将
来
 

に
向
っ
て
の
田
園
都
市
を
作
る
に
は
住
 

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
 

に
お
願
い
し
、
よ
り
よ
い
行
政
の
出
来
 

る
町
に
す
る
こ
と
が
、
住
民
の
暮
ら
し
 

を
明
る
く
豊
か
に
す
る
こ
と
で
は
な
い
 

で
し
よ
う
か
。
 

わ
が
町
に
又
一
つ
の
新
し
い
名
所
が
 

出
来
ま
し
た
。
 

住
民
の
皆
様
の
協
力
で
福
祉
セ
ン
タ
 

ー
を
充
分
に
使
用
さ
れ
明
る
い
家
庭
を
 

築
い
て
下
さ
い
。
 



一 

昭
和
五
十
一
年
度
 

け
 

赤
池
町
一
般
会
計
予
算
決
る
／
 

け
 

＝二（3) し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

け
 

し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

昭
和
五
十
一
年
度
赤
池
町
】
般
会
計
 

予
算
は
、
三
月
ニ
十
三
日
の
本
会
議
で
 

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
の
予
算
は
 

い
ま
ま
で
に
な
い
苦
し
い
財
政
の
中
か
 

ら
組
ま
れ
た
予
算
で
す
。
 

赤
池
町
財
政
再
建
委
員
会
が
答
申
を
 

さ
れ
赤
字
再
建
団
体
か
ら
脱
却
す
べ
く
 

そ
の
苦
慮
は
ま
れ
で
あ
り
ま
す
。
 

地
万
公
共
団
体
の
機
能
を
維
持
し
、
 

住
氏
福
祉
行
政
を
充
実
す
る
に
も
、
現
 

況
か
ら
観
案
す
る
な
ら
ば
、
困
難
と
も
 

思
わ
れ
ま
す
。
住
民
の
皆
様
の
御
理
解
 

入 

、 

と
御
協
力
を
特
に
お
願
い
し
ま
す
。
 

歳

入

に

つ

い

て

 

町
税
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
よ
り
若
 

干
の
増
額
で
す
。
地
方
交
付
税
に
お
い
 

て
は
、
約
八
千
六
百
万
円
の
増
額
を
見
 

込
ん
で
お
り
ま
す
。
国
庫
支
出
金
に
お
 

い
て
は
、
 

一
般
失
対
．
緊
就
、
産
炭
地
 

域
開
発
就
労
、
特
定
地
域
開
発
就
労
、
 

に
お
い
て
、
駐
車
場
整
備
、
総
合
グ
ラ
 

ウ
ン
ド
、
ボ
タ
山
の
処
理
の
各
事
業
を
 

行
う
予
定
で
す
。
 

i 

『
無
隠
元
晦
大
和
尚
 

塔
碑
文
の
拓
本
保
存
成
る
』
 

三
月
十
六
日
、
興
国
寺
の
北
側
山
中
 

に
あ
る
、
元
晦
大
和
尚
塔
碑
文
及
び
従
 

五
位
小
笠
原
近
江
守
源
貞
正
室
小
笠
原
 

媛
子
碑
文
が
初
め
て
赤
池
町
誌
編
纂
主
 

宰
太
田
辰
五
郎
氏
に
よ
っ
て
拓
本
保
存
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

太
田
辰
五
郎
氏
は
、
拓
本
の
講
習
を
 

受
け
ら
れ
、
町
内
に
あ
る
歴
史
的
に
貴
 

重
な
碑
文
を
順
次
拓
本
保
存
さ
れ
て
い
 

ま
す
。
 

I 

金
属
や
石
、
あ
る
い
は
木
等
に
刻
ま
 

れ
た
文
字
や
図
も
長
い
年
月
が
過
ぎ
れ
 

ば
、
自
然
現
象
で
老
朽
し
、
写
真
で
も
 

肉
眼
で
も
解
読
す
る
の
は
困
難
で
す
。
 

拓
本
に
て
、
保
存
す
れ
ば
、
文
字
も
 

明
確
に
解
読
す
る
こ
と
が
で
き
、
又
自
 

然
現
象
等
で
貴
重
な
碑
文
が
滅
失
し
て
 

も
、
写
し
と
し
て
残
り
ま
す
。
又
拓
本
 

を
写
真
に
と
れ
ば
、
書
物
に
も
掲
載
す
 

る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
わ
ざ
わ
ざ
碑
 

県
支
出
金
に
お
い
て
も
若
干
の
増
額
 

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
他
の
歳
入
 

に
つ
い
て
は
、
前
年
度
に
比
較
し
て
大
 

幅
の
減
額
を
し
て
い
ま
す
。
歳
入
合
計
 

は
ニ
十
億
四
百
参
千
円
の
予
算
額
と
な
 

っ
て
い
ま
す
。
 

歳
出
に
つ
い
て
 

1
款
、
議
会
費
は
三
千
三
百
八
十
八
 

万
七
千
円
で
す
。
内
容
は
、
議
会
関
係
 

の
経
費
で
す
。
2
款
、
総
務
費
は
一
億
 

七
千
十
九
万
五
千
円
で
す
。
 

内
容
は
、
総
務
管
理
費
、
会
計
、
税
 

務
、
企
画
、
戸
籍
住
民
登
録
費
、
選
挙
 

費
、
統
計
費
、
監
査
費
等
の
経
費
が
組
 

ま
れ
て
い
ま
す
。
3
款
、
民
生
費
は
一
一
 

億
八
千
十
万
一
千
円
で
す
。
内
容
は
、
 

社
会
福
祉
費
、
同
和
対
策
費
、
社
会
福
 

祉
施
設
費
（
老
人
ホ
ー
ム
）
、
国
民
年
 

金
事
務
費
、
老
人
福
祉
費
、
不
良
環
境
 

地
区
改
善
費
、
そ
の
他
社
会
福
祉
費
の
 

経
費
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

4
款
、
衛
生
費
は
四
千
八
百
万
四
千
 

円
で
す
。
内
容
は
、
下
田
川
衛
生
組
合
 

負
担
金
や
保
健
衛
生
費
の
経
費
が
組
ま
 

れ
て
い
ま
す
。
5
款
、
労
働
費
は
六
億
 

九
千
九
百
九
十
六
万
四
千
円
で
す
。
 

内
容
は
、
失
対
緊
就
、
産
炭
地
域
開
発
 

就
労
、
特
定
地
域
開
発
就
労
事
業
等
の
 

関
係
経
費
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
6
款
 

農
林
水
産
業
費
は
一
億
二
千
六
十
六
万
 

円
で
す
。
内
容
は
農
業
振
興
同
和
対
策
 

費
、
国
土
調
査
費
そ
の
他
農
林
水
産
業
 

費
等
の
経
費
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

7
款
、
商
工
費
は
三
百
七
十
二
万
八
 

干
円
で
す
。
商
工
振
興
費
、
観
光
費
等
 

の
経
費
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
8
款、 

土
木
費
は
、
二
億
八
千
八
百
五
十
四
万
 

七
千
円
で
す
。
内
容
は
、
・
上
野
橋
架
設
 

文
の
あ
る
現
場
ま
で
、
赴
か
な
く
て
も
 

そ
の
内
容
に
つ
い
て
拓
本
で
あ
る
程
度
 

審
議
で
き
る
と
い
う
よ
う
な
諸
利
点
が
 

あ
り
ま
す
。
 

町
内
の
皆
様
も
御
承
知
の
通
り
、
本
 

町
で
は
、
 

「
赤
池
町
誌
」
 
の
編
纂
事
業
 

を
進
め
て
い
ま
す
。
編
纂
に
あ
た
っ
て
 

い
る
各
委
員
の
方
も
資
料
の
収
集
等
で
 

編
纂
業
務
が
難
航
し
て
い
ま
す
。
 

も
し
住
民
の
皆
様
の
中
で
、
古
文
書
 

古
い
写
真
又
は
出
土
品
等
の
歴
史
的
資
 

料
に
関
係
の
あ
る
物
品
を
御
存
知
で
あ
 

れ
ば
、
編
纂
委
員
又
は
、
役
場
企
画
室
 

ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
 

又
、
町
史
編
纂
委
員
は
次
の
よ
う
に
 

な
っ
て
い
ま
す
。
 

編
纂
委
員
長
 

加
治
 

馨
 

ク
 
主
宰
 

太
田
辰
五
郎
 

編
纂
委
員
 

植
田
 
辰
生
 

ク
 

清
原
 
繁
夫
 

ク 

久
原
 

弘
 

ク 

熊
谷
 
信
孝
 

ガ 

仲
島
 
利
昭
 

ガ 

長
谷
川
碩
二
 

ク 

早
川
 
保
久
 

ク 

原
田
 

悟
 

ク
 

久
永
 

栄
 

ガ 

松
井
 

一
雄
 

ク
 

横
山
 
悌
二
 

ク 

吉
本
 

実
 

（
ァ
イ
ウ
ェ
オ
順
）
 

写
真
左
は
、
無
隠
元
晦
大
和
尚
塔
碑
の
 

拓
本
 
右
は
、
小
笠
原
媛
子
の
墓
 

写
真
下
は
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
設
置
す
 

る
す
る
商
工
会
青
年
部
員
 

叫・招諸支出金 
1,004千円 2.000千円 

歳 出 

4.688千円 

' 12.公債資 

94.568千円 

襲呼か 

14 
予
備
費
峨
 

1ッ％ 
器閲玉1月 

乙総務費 

170.195千円 議
会
費
 

8 .5% 

替
費
、
道
路
舗
装
工
事
費
、
住
宅
団
地
 

造
成
費
、
そ
の
他
土
木
関
係
経
費
が
組
 

ま
れ
て
い
ま
す
。
9
款
、
消
防
費
は
一
 

千
六
百
九
十
一
万
二
千
円
で
す
。
内
容
 

は
消
防
費
の
関
係
経
費
が
組
ま
れ
て
い
 

ま
す
。
 
10 

款
、
教
育
費
は
ニ
億
三
千
九
 

百
七
十
四
万
ニ
千
円
で
す
。
内
容
は
上
 

野
小
学
校
費
、
市
場
小
学
校
費
、
赤
池
 

中
学
校
費
、
教
育
委
員
会
費
、
公
民
館
 

費
、
町
民
会
館
費
、
社
会
教
育
費
、
 

保
健
体
育
費
等
の
関
係
経
費
が
組
ま
れ
 

て
い
ま
す
。
 

上
野
小
学
校
費
の
内
に
危
険
校
舎
改
 

築
工
事
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
又
 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
費
も
教
育
費
の
内
 

に
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
 
11 

款
、
災
害
 

復
旧
費
は
四
百
六
十
八
万
入
千
円
で
す
 

、
ー
ノ
 ノ 

'‘ノ 

赤
池
町
商
工
会
青
年
部
が
 

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
贈
呈
す
 

る
ク
 

赤
池
町
商
工
会
青
年
部
（
部
長
 
原
 

野
武
彦
氏
）
が
赤
池
町
か
ら
交
通
事
故
 

を
な
く
そ
う
と
町
角
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
 

を
取
り
付
け
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
 

住
民
の
皆
さ
ん
、
日
頃
か
ら
交
通
事
 

故
を
な
く
す
よ
う
に
一
人
一
人
が
注
意
 

し
、
お
互
い
に
注
意
の
言
葉
を
か
け
あ
 

え
ば
、
あ
る
程
度
の
交
通
事
故
は
防
ぐ
 

こ
と
が
出
き
る
と
思
い
ま
す
。
 

町
商
工
会
青
年
部
 
（
会
員
二
十
七
 

名
）
は
、
卒
先
し
て
、
交
通
事
故
撲
滅
 

に
協
力
を
し
て
い
ま
す
の
で
住
民
の
皆
 

様
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

明
る
く
、
美
し
い
、
住
み
よ
い
我
が
 

町
を
作
り
ま
し
よ
う
。
 

歳 出 

2.004.003千円 
4.術生費 2'4% 

48.007千円 
g 

.8．土木費 1 

払 
i 
, 

16' 912千円 

288.547千円 
農
林
水
 産 
業 
費 6.0% 

120.660臣円 

14.4% 

難 
3.728千円 

内
容
は
ボ
タ
山
防
災
事
業
費
関
係
の
経
 

費
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

12 

款
．
公
債
費
は
九
千
四
百
五
十
六
 

万
八
千
円
で
す
。
内
容
は
赤
池
町
が
各
 

事
業
を
す
る
と
き
に
、
国
か
ら
お
金
を
 

借
り
て
事
業
を
し
た
経
費
の
償
還
元
金
 

と
利
子
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

13 

款
諸
支
出
金
は
百
万
四
千
円
で
す
 

内
容
は
住
宅
改
修
資
金
会
計
へ
の
繰
出
 

金
で
す
。
 
14 

款
予
備
費
は
二
百
万
円
で
 

す
。
内
容
は
年
度
末
決
算
期
に
お
け
る
 

資
金
の
不
足
す
る
と
き
又
は
不
慮
の
支
 

出
が
発
生
し
た
と
き
に
充
当
す
る
経
費
 

で
す
。
以
上
が
昭
和
五
十
一
年
度
赤
池
 

町
一
般
会
計
予
算
の
概
略
で
す
。
 

ノ 

町
立
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

津
江
院
長
は
、
三
月
三
十
一
日
付
で
 

退
職
と
な
り
ま
し
た
。
新
院
長
は
、
紫
 

村
実
先
生
（
内
科
担
当
）
が
四
月
一
日
 

か
ら
就
任
し
ま
し
た
。
 

四
月
か
ら
の
町
立
病
院
の
医
師
は
次
 

の
と
お
り
で
す
．
 

内
科
、
院
長
、
紫
村
実
先
生
、
内
科
医
 

長
、
陳
徳
文
先
生
、
久
留
米
大
学
第
一
一
 

内
科
（
毎
週
金
曜
日
）
 

《 

外
科
、
外
科
医
長
、
安
藤
康
行
先
生
 

九
州
大
学
第
一
外
科
（
現
在
の
と
こ
ろ
 

毎
週
、
月
、
水
、
金
、
土
曜
日
）
検
査
 

等
が
必
要
な
方
は
，
で
き
る
だ
け
午
前
 

中
に
お
い
で
下
さ
い
。
 

（
午
後
は
、
病
 

棟
廻
診
、
手
術
等
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
 

す
。
）
 

⑥
 
詳
し
い
事
は
、
町
立
病
院
に
お
問
 

い
合
せ
下
さ
い
。
 

電
話
 
ニ
〇
八
三
番
 
二
一
三
七
番
 



(4) ナ
 

い
 

、
 

．刀 あ
 

報
 

広
 

、
 

赤

地

町

印

鑑

条

例

 

新
し
く
赤
池
町
印
鑑
条
例
が
三
月
定
 

例
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
住
民
 

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
 

す】 
イ
 
窓
口
受
付
に
つ
い
て
 

印
鑑
証
明
を
求
め
る
と
き
は
、
交
付
 

申
請
書
に
必
要
な
こ
と
を
記
入
し
て
窓
 

口
に
提
出
し
て
下
ざ
い
，
 

（
前
は
ロ
頭
 

で
申
請
し
て
い
だ
）
 

ロ 

委
任
状
に
つ
い
て
 

印
鑑
の
登
録
申
請
を
す
る
と
き
又
は
 

印
鑑
証
明
交
付
申
請
を
す
る
と
き
は
、
 

印
鑑
持
参
の
う
え
、
本
人
自
ら
出
頭
し
 

申
請
書
に
よ
り
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
 

な
い
。
な
お
、
申
請
者
が
や
む
を
得
な
 

い
理
由
に
よ
り
出
頭
す
る
こ
と
が
で
き
 

な
い
と
き
は
、
保
証
人
二
名
の
署
名
押
 

印
し
た
委
任
状
を
添
え
代
理
人
に
よ
り
 

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
代
理
人
 

の
印
鑑
も
必
要
で
す
。
 

親
子
、
夫
婦
で
も
委
任
状
が
必
要
で
 

す。 ハ 
印
鑑
の
規
制
に
つ
い
て
 

次
に
該
当
す
る
印
鑑
は
登
録
で
き
ま
 

せ
ん
。
 

m
 
ゴ
ム
印
、
そ
の
他
の
印
鑑
で
変
形
 

し
や
す
い
も
の
 

②
 
ふ
ち
の
な
い
も
の
や
、
き
損
、
摩
 

滅
も
て
い
る
も
の
、
 

⑧
 
印
影
の
大
き
さ
が
七
ミ
リ
正
方
形
 

に
収
ま
る
も
の
又
は
、
印
影
の
大
き
 

さ
が
ニ
セ
ン
チ
正
方
形
に
収
ま
ら
な
 

い
も
の
 

◇
 
印
鑑
登
録
証
明
書
は
、
個
人
の
財
 

産
を
左
右
す
る
の
で
、
印
鑑
を
盗
ま
 

れ
た
り
、
粉
失
し
た
り
し
な
い
よ
う
 

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
 

い 

◇
 
登
録
す
る
印
鑑
は
、
一
人
一
個
し
 

か
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
 

親
子
、
夫
婦
で
も
別
の
印
鑑
で
な
い
 

と
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
 

手
数
料
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
四
月
一
日
よ
 

り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

m
 
住
民
票
の
写
 

七
十
円
 

②
 
印
鑑
登
録
証
明
書
 

七
＋
円
 

⑧
 
閲
覧
、
そ
の
他
の
証
明
 
七
十
円
 

昭

和

五

十

一

年

度

 

固

定

資

産

税

 

第
一
期
分
の
納
期
延
長
に
つ
い
て
 

固
定
資
産
税
第
一
期
分
納
期
は
例
年
四
 

月
一
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で
と
定
め
 

ら
れ
・
て
お
り
ま
す
が
、
昭
和
五
十
一
年
 

度
固
定
資
産
税
第
一
期
分
に
つ
い
て
は
 

五
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
に
 

納
期
の
延
長
を
し
ま
し
た
の
で
、
納
税
 

者
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
 

) 
、

ー

・

・

 

固
定
資
産
税
は
三
年
に
一
度
価
格
の
 

評
価
替
え
を
お
こ
な
い
ま
す
が
昭
和
五
 

十
一
年
度
は
そ
の
年
に
当
り
、
そ
の
課
 

税
に
つ
い
て
地
方
税
法
の
一
部
改
正
が
 

お
と
・
な
わ
れ
た
た
め
に
納
期
を
延
長
し
 

た
も
の
」
で
す
。
 

赤

池

町

災

害

対

策

本

部

 

条

例

が

制

定

さ

れ

る

ク

 

こ
の
条
例
は
災
害
対
策
基
本
法
に
基
 

づ
き
町
条
例
を
制
定
し
防
災
の
推
進
を
 

図
る
た
め
に
制
定
し
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
条
例
は
、
災
害
発
生
時
の
組
織
 

の
充
実
を
図
り
住
民
を
災
害
か
ら
守
る
 

た
め
に
職
員
を
指
揮
監
督
し
災
害
発
生
 

時
に
お
け
る
仕
事
の
範
囲
を
示
し
少
し
 

で
も
災
害
か
ら
住
民
を
守
る
も
の
で
あ
 

る。 
正

し

い

犬

の

飼

い

方

を

 

し

ま

し

よ

う

 

最
近
、
犬
に
よ
る
被
害
が
福
岡
県
内
 

に
相
つ
い
で
発
生
し
、
大
き
な
社
会
問
 

題
と
な
つ
て
い
ま
す
。
 

我
が
子
の
よ
う
に
可
愛
い
い
犬
で
も
 

飼
い
方
を
誤
る
と
人
に
か
み
つ
い
た
り
 

田
畑
を
荒
し
た
り
し
て
大
変
人
に
迷
惑
 

を
か
け
ま
す
。
 

犬
を
正
し
く
飼
う
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
 

な
こ
と
を
守
り
ま
し
よ
う
。
 

1
 
畜
犬
登
録
を
う
け
ま
し
よ
う
。
 

生
後
九
十
一
日
以
上
の
犬
は
毎
年
一
回
 

役
場
に
登
録
し
、
鑑
札
を
う
け
犬
の
首
 

輸
に
つ
け
て
下
さ
い
。
 

」・・ 

2
 
狂
犬
病
予
防
注
射
を
う
け
ま
し
 

よ
う
。
 

狂
犬
病
は
い
つ
た
ん
発
病
す
る
と
絶
 

対
に
助
か
ら
な
い
最
も
恐
ろ
し
い
人
畜
 

共
通
の
伝
染
病
で
す
．
 

犬
に
は
必
ら
ず
年
二
回
（
春
、
秋
）
 

の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
、
注
 

射
済
票
を
首
輪
に
つ
け
て
下
さ
い
。
 

3
 
犬
は
つ
な
い
で
飼
い
、
毎
日
引
 

綱
で
運
動
さ
せ
ま
し
よ
う
。
 

4
 
犬
は
絶
対
に
す
て
な
い
こ
と
。
 

不
用
犬
は
子
犬
、
親
犬
で
も
役
場
ま
た
 

は
、
保
健
所
に
届
け
出
、
ひ
き
つ
け
て
 

下
さ
い
。
 

（
遠
方
の
と
こ
ろ
は
こ
の
限
 

り
で
な
い
）
犬
を
す
て
る
こ
と
は
危
険
 

な
野
犬
を
ふ
や
す
最
大
の
原
因
と
な
り
 

ま
す
。
 

5
 
こ
う
傷
癖
の
あ
る
犬
は
必
ず
口
 

輪
を
す
る
か
、
つ
な
い
で
下
さ
い
。
 

犬
舎
の
破
損
し
て
い
る
も
の
は
、
修
 

理
を
し
て
犬
が
と
び
出
な
い
よ
う
に
し
 

ま
し
よ
う
。
 

6
 
犬
は
ェ
ザ
と
す
み
か
が
あ
れ
ば
 

す
み
つ
き
や
す
い
。
空
家
、
床
下
な
ど
 

犬
が
は
い
り
こ
み
や
す
い
の
で
犬
が
入
 

ち
ぬ
よ
う
に
ふ
さ
い
で
お
い
て
下
さ
 

い。 昭

和

 51 
年

度

前

期

の

巡

回

 

交

通

事

故

相

談

に

つ

い

て

 

交
通
事
故
被
害
者
の
手
軽
な
相
談
相
 

手
と
な
ら
れ
る
巡
回
交
通
事
故
相
談
が
 

今
年
も
次
の
通
り
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
 

住
民
の
皆
様
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

J〉

フ

 

ノ
 

巡
回
交
通
事
故
日
程
 

（
昭
和
 51 

年
5
月
1
9
月） 

5 月 6 月 月
 

7
 

8 月 9 月 

12 水
 

直方市 。
J
 

水
 

直方市 14 水
 

直方市 11 水
 

直方市 13 月
 

直方市 

26 水
・
 

田川市 23 水
 

田川市 28 水
 

田'Il市 25 

‘
、
 

水
 

田川市 29 水
 

田川市 

⑥
 
各
開
設
場
所
 

直
方
市
市
民
相
談
係
 

電
話
（
兄
男
」
）
ニ
ー
〇
五
五
O
 

田
川
市
役
所
会
議
室
 

電
話
（
晃
雲
四
）
 
四
ー
一
一
〇
O
〇
 

内
 
三
九
四
 

⑥
 
各
開
設
時
間
 

自
午
前
十
時
ー
至
午
後
四
時
 

ノ
 


